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バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
の
調
査
に
つ
い
て

六
日
〜
八
日
に
か
け
て
、
中
田
先
生

と
共
に
、
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
に
関
す

る
調
査
を
し
た
の
で
そ
の
報
告
を
い
た

し
ま
す
。
（
佐
野
在
パ
事
務
局
長
）

①
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
を
造
る
に
お
い

て
ど
の
作
物
が
我
々
の
土
地
に
適
っ
た

最
善
の
作
物
で
あ
る
か
を
模
索
す
る
。

②
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
の
た
め
の
機
械

を
手
に
入
れ
る
方
法
を
探
る
。

訪
問
し
た
場
所

①
農
牧
省
の
研
究
所
、
ミ
ラ
ン
ダ
市
、

こ
こ
は
小
麦
、
と
う
も
ろ
こ
し
、
大

豆
、
ヒ
マ
ワ
リ
の
研
究
を
し
て
い
る
所
。

こ
こ
で
は
ヒ
マ
ワ
リ
の
研
究
に
興
味
が

あ
っ
た
。
ヒ
マ
ワ
リ
は
北
に
行
け
ば
行

く
ほ
ど
油
の
含
有
量
が
減
る
傾
向
が
あ

る
と
の
研
究
結
果
が
あ
る
。
こ
こ
で
は

バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
に
対
す
る
研
究
も

非
常
に
進
ん
で
お
り
、
こ
の
地
域
の
農

業
協
同
組
合
と
共
同
で
プ
ラ
ン
ト
を
立

ち
上
げ
る
準
備
を
し
て
い
る
と
の
こ
と
。

先
ず
は
こ
の
地
域
の
大
豆
か
ら
油
を
採

る
計
画
。
油
の
含
有
量
か
ら
言
え
ば
や

は
り
コ
コ
の
木
を
勧
め
ら
れ
る
。

こ
の
研
究
所
は
ジ
ャ
イ
カ
の
援
助
で

建
て
ら
れ
て
お
り
、
立
派
な
施
設
を
持

ち
、
農
業
技
術
者
だ
け
で
も
二
十
人
以

上
が
研
究
に
携
わ
っ
て
い
る
。
日
本
に

行
っ
た
人
も
多
く
、
と
て
も
親
日
的
で

親
切
だ
っ
た
。

レダ農園のヒマワリ（バイオマスエネルギーの生産準備）

②
ピ
ラ
ポ
日
本
人
移
住
地

三
浦
参
事
に
迎
え
ら
れ
、
話
を
聞
く
。

こ
こ
は
基
本
的
に
は
、
今
は
ま
だ
大
豆

だ
け
で
あ
る
が
、
将
来
何
ら
か
の
新
し

い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
考
え
て

い
る
。
二
次
産
品
を
造
る
事
に
よ
っ
て

の
収
益
の
増
大
と
共
に
、
雇
用
の
拡
大

を
し
な
け
れ
ば
将
来
現
地
の
人
た
ち
と

の
摩
擦
が
起
こ
る
こ
と
を
恐
れ
て
い
る
。

そ
う
い
う
点
で
も
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル

生
産
に
は
興
味
を
持
っ
て
い
る
。

し
か
し
組
合
員
の
数
も
少
な
く
、
資

金
力
に
限
界
が
あ
る
と
の
こ
と
。
裏
作

に
、
ヒ
マ
ワ
リ
を
植
え
る
人
も
最
近
増

え
て
い
る
と
の
こ
と
。

③
ラ
パ
ス
日
本
人
移
住
地

事
務
所
で
非
常
に
親
切
に
迎
え
ら
れ

る
。
ヒ
マ
ワ
リ
の
種
、
菜
種
の
種
を
手

に
入
れ
て
く
れ
る
。

バ
イ
オ
デ
ィ
ー

ゼ
ル
の
機
械
に
関
し
て
は
サ
ン
タ
リ
タ

市
（
エ
ン
カ
ー
ナ
シ
オ
ン
市
か
ら
二
百

ｋ
ｍ
の
所
）
に
行
け
ば
様
々
の
会
社
が

あ
る
こ
と
を
紹
介
し
て
く
れ
る
。

現
在
、
パ
ラ
グ
ア
イ
で
は
、
政
府
レ

ベ
ル
に
お
い
て
も
私
的
機
関
（
協
同
組

合
や
会
社
）
に
お
い
て
も
、
バ
イ
オ
デ
ィ
ー

ゼ
ル
に
非
常
に
高
い
関
心
を
持
っ
て
お

り
、
そ
の
関
心
度
の
高
さ
に
は
驚
か
さ

れ
た
。



国営の国営会社（ペトロパ）バイオディーゼルパイロットプラント
ペトロパに今回パイロットプラントを見に行きました。（佐野）

全体図
【外側】（建物の外）

ディーゼルタンク グリセリンタンク オイルタンク

【内側】（建物の中）

高い所

溶剤タンク オイルタンク 温水タンク

地上部分

乾燥機タンク プロセサータンク 水洗浄タンク

三つの上澄み貯蔵タンク

プロセス

① 先ず、オイルを乾燥機で乾燥

させて、プロセサータンクにお

くる。

② そこで化学薬品タンクから予

め準備された溶剤を流し、プロ

セサータンクで反応させる。

③ その後、上澄み液をとり、沈

殿物をグリセリンのタンクに送

る。

④ 上澄み液を水洗浄タンクに送っ

て温水で洗浄する。

⑤ 出来た上澄みのバイオディー

ゼルをタンクに移す。

バイオマスとは生物資源（バイオ）の量を表す概念で『再生可能な、生物由来の有機性資源で化

石資源を除いたもの』ヒマワリから取れるバイオディーゼルは、石油から作られるディーゼル燃料

（軽油）より、環境と健康への害がはるかに少ないバイオ原料の再生可能な燃料です。どんな車で

も発電機でも、ディーゼルエンジンで動く機械なら改造する必要なく、そのままバイオディーゼル

を用いる事ができる。むしろバイオディーゼル燃料の方がエンジンは滑らかに稼動し長持ちする。

作り方は比較的簡単である。バイオディーゼルの排ガスは石油ディーゼルを燃焼した時より最高７

５％綺麗にすることが出来、硫黄を含んでいない為、二酸化硫黄は排出されない。



人間と自然の調和を目指すレダでの新たな挑戦！！

自然木（レダに無尽蔵にある椰子の木）を炭焼きしたときに出てくる

煙を煙突で空冷され採れる水滴。これを精製したものが木酢液です。

木酢液は、

自然木を炭焼きしたとき、比較的初期に出てくる煙を煙突で冷やして採れる水滴、これを精製したも

のが木酢液です。血液や海水のように人工では作ることができない樹木の生命力がたっぷりと含まれ

ています。主成分は、酢酸で、ポリフェノール、エステル（酸とアルコールの化合物）など200種類前

後の成分を含んでいます。原液では、強い殺菌力を持っていますが、一般的には数百倍から2千倍に薄

められ、植物への土壌灌注、葉面散布や、畜産飼料、食品、医薬品などに利用されています。その効

果は、主成分と有機化合物の広い領域の多種多様な化合物が多数存在することでなりたっています。

どんな効果があるか？

木酢液は人畜に安全で、生活環境や農・畜・水産業の生産物の収量と品質向上に幅広く応用されてい

ます。

●生活環境・・・入浴料として肌の調子を整えたり、体を温めたりします。また、脱臭用にトイレ使

用後にスプレーをしたり、スキー場の便槽や各種容器などへの投入など幅広く利用されています。

●農 業・・・土壌の微・小生物の活性、堆肥の悪臭除去と腐熟促進、葉や根を元気にします。また、

にんにくやとうがらし、魚腸などをを漬けた木酢液を希釈して散布すると一層よい効果もあります。

●畜 産・・・飼料に混ぜて与えることで、肉質が良くなり、臭みも減る効果や、卵の味が濃厚にな

り甘みが増すことも報告されています。また、ふん尿の脱臭としても利用されています。

●水産業・・・餌料に混ぜて与える事で、うなぎ養殖での病気の発生を著しく減少させたり、ブリの

養殖では、内臓量が少なく、肉質が良くなった例が報告されています

この木酢液の有効利用のためには、正しい選び方、使い方を知ることが大切です。

土中式炭焼き釜の作成作業

木酢液の回収作業
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二
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六
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環
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ー

第
三
回

九
月
一
七
日

午
前
一
〇
時
ー
午
後
五
時
ま
で

場
所:

南
北
米
福
地
開
発
協
会
事
務
局

費
用

三
千
円
（
昼
食
付
き
）

内
容

地
球
温
暖
化
と
植
樹
の
重
要
性
、

レ
ダ
開
発
に
つ
い
て

第
四
回

一
二
月
一
七
日

詳
細
は
後
ほ
ど
連
絡
し
ま
す
。

パラグアイ、インディヒナ村の学校への
図書購入支援の再度のお願い！！

過
去
、
六
年
間
の
国
際
協
力
青
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動

に
よ
っ
て
美
し
く
し
っ
か
り
と
し
た
学
校
が
出
来
、
村
の
教

育
施
設
が
素
晴
ら
し
く
改
善
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
、
教
育
内
容
の
充
実
を
図
る
事
が
重
要
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
今
年
は
学
校
の
教
育
に
必
要
で

あ
り
な
が
ら
経
済
的
困
難
の
為
、
準
備
で
き
て
い
な
い
本
を

揃
え
る
た
め
の
援
助
を
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

皆
様
の
暖
か
い
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

支
援
は
下
記
の
郵
便
口
座
に
八
月
十
五
日
ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
。

日
本
の
皆
様
の
暖
か
い

御
支
援
を
感
謝
し
て
い
ま
す
。


